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　16・17世紀 は 「視覚の 世 紀」で あ っ た と言 わ れ る 。 こ の 時代 ， ヒ エ ロ グ リフ ，
イ ン プ レーサ ， エ ン ブ レ ム に 関す る作 品が数多 く出版 され ， 著述 家た ち は一様 に
言葉 とイメ ー ジ とを結 びつ けて 観る 者 の 感性 に訴えて い っ た。
　イメ ジ ャ IJ　一に 関す る研 究は ヨ ー ロ ッ パ で は以前か ら盛 ん に行われて お り， わ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1）
が 国で も近年そ の 関心 が 高ま っ て きて い る 。 また これ らの 作 品が ， 読者に楽 しみ
を与 えるだ けで は な く， 美徳 を勧 め悪徳 を諭す こ とを主要 な課題 と して い た こ と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 ）
もあ っ て ， こ の 分野の 研 究者た ちの 間に も教育へ の 関心 が 芽生 えて きて い る 。 し
か しその 研究は依然 エ ン ブ レ ム ・ブ ッ クの 範囲内に とどま っ て お り， 教育史 と関
連づ けて 行わ れた研究は存在 しない 。 他方 ， 教育史家た ちは ， た とえば コ メ ニ ウ
ス の 『世界図会』（1658） を世界最初の 絵入 り教科書 と して高 く評価す るけれ ど
も， それ をエ ン ブ レム ・ブ ッ クが流布 した時代 の 一般 的特徴 と連関づ ける視点は
薄か っ た よ うに思わ れ る 。
　か か る諸点を踏 ま えて ， 図像資料 をで きる 限 り活用 しなが ら ヨ ー ロ ッ パ の 深層
世界に お ける教育の 意味変化を明らか に し ， そ れ を歴史的に構造づ け ようとい う
の が ， わ た しの研 究の 狙 い で ある 。 そ の 第一弾 と して 本稿 で は チ ェ ーザ レ ・リー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s ）
パ （Cesare　Ripa，　c．1555−1622）の 『図像学』を取 り上 げたが ， こ れ は ， その 書が
美術 史上 で つ とに有名で ある か らだ けで は な く， 教育概 念 を歴 史上 は じめ て イ メ
ー ジ化 して提示 した記念すべ き作 品で あ っ た こ とに よ っ て い る 。
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チ ェ ーザ レ ・リーパ の 「教育」図像 につ い て
対象 と方法
　 リーパ の 『図像学」（初版 Roma ， 1593）は ， 徳や 悪徳 ， 感情や情念 ， そ れ に学
問な どの 一連 の 抽象的概念 をア レ ゴ リー （寓意表現）を用い て 示 した作晶で ， 主
に 「雄弁家 ， 説教師， 詩人 ， 爾家 ， 彫刺家 ， 図案家 ， それ にすべ て の研 究者 に役
立 つ 」（1625年版の タ イ トル ） こ とを意 図 して ， 言 い 換 えれ ば ， 無 数の ア レ ゴ リ
カル な擬人像の解読 コ ー ドを提供 し ， かつ 新た なア レ ゴ リー を創出す る とい う目
論見 を もっ て 著 され た一種の 辞書で あ る 。
　 当初 は文字 に よ る記述の み で あ っ た が ， 1603年の 第三版 で は じめ て木版画が挿
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4）
入 され， 以後項 目を増や しなが らイタ リア 国内で 版 を重ねて い っ た。 そ して 他方
で は ， フ ラ ン ス 語 ， ドイ ツ 語 ， オ ラ ン ダ譜 ， 英 語に も翻 訳 され ， そ の 影響力 は
17 ・18世紀 ヨ ー ロ ッ パ 全域 に及 んだ 。 それ が それ 以前の エ ン ブ レ ム ・ブ ッ ク を集
大成 し， そ の 後の イメー ジ形成 に大きな影響を与えて い っ た とする評価も， こ こ
か ら生 まれ て くる 。 なお ， タ イ トル に もな っ た 「図像 学 lconologia」 とは ， 像
imageを表すギ リシ ア語の e澱δη （ラ テ ン語 icon−）と， 言葉 ， 論説， 学問を表す
ギワシア語 の 1喀os （ラテ ン語 一logia）の合成語で ， 当時の人 々 の言葉を借 りれば ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5）
ゼ語る絵蘰ない しイメ ー ジ の 言説」を意味する 。 こ れ は一 般に は擬 人化 され て ア
レゴ リー で描 かれ て い くが ， この 方法 もこ の 時代大い に流行 し， 文字が まだ十分
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 fi）
に読め ない 人 々 の教化や初学者 た ちの 教育で しば しば利用 され て い っ た 。
　 リーパ の 作 品に わた しが引 きつ けられて い っ たの も ， 最初 は その 図案の 面 白さ
か らであ っ た 。 だが それ を教育史の 素材 と して と くに取 り上 げたい と思 うに至 っ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7）
たの は ， そ こ に教育の 図 を発見 した と きか らで あ っ た 。 こ の 発見は驚 きで あ っ た 。
なぜ な ら ，
一般 に定本 とみ な されて い る1611年の イタ リア語 の 版 に は ， それ 以前
の もの も含め て ， 項 日 「教 育」 は含 まれて い なか っ たか らで ある 。 後 に リーパ 没
後 に 出版 された1625年版がそれを掲載 した最初の もの で ある と確認で きたが ， 新
たな疑問 も浮か ん で きた。 一体誰 が ， い か な る理 由で 「教育」を追加 したの か 。
そ の 後の 調査か ら1625年版に は50以上 の 項 陽が 新 たに 追加 され ， 二 人の 人物 がそ
れ に 関わ っ て い た こ とが分 か rっ たけれ ど も， その い ずれが 「教育」を担当 し， い
か なる輔断で 導入 したか は未解 明の ままに終わ っ た 。
　 こ うした劉約があ っ た もの の ， 研究は中断され る こ とは なか っ た 。 わた しは
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1　 研　究　論　文
「教育」の 木版 画 を最初 に見 た ときに 感 じ取 っ て い た もの ， つ ま り， こ れは 一世
紀前に出現 した近代語 「教育」 を図解 した もの で はない の か とい う印象 に捕 らわ
れ続 けて い た 。 も しそ うで ある な らば ， 教育 とい う言葉が初出時に もっ て い た意
味 とその 後の 変化を吟味 し， それ を1625年の 図 と関連づ ける必要が あ っ た 。
　「教育」 の 語 の 誕生 につ い て は さまざまな議 論が あ っ た 。 た とえば ， そ の フ ラ
ン ス 語 の 初 出 を1527年 に 見た ア リエ ス は ， 教育 とい う言葉は ， 「見習奉公 と学校
で の 知育 とい う二 つ の 別 々 の 観念 に対 して ， ひ とつ の 新 し く， よ り一般的な ， そ
して ， 子 ども時代の特有性 とそ れ を守る必要性の 発見か ら生 まれた」 と して ， 「教
育は ， 子 ど もに 「学問』 と 『良 き習俗』 とを同時に与えるため に ， 大人 の社会か
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s ）
ら子 ど もを引 き離す様式」で あ っ た と規定して い た。 他方 ， わが 国の 論者 たちは ，
『オ ッ ク ス フ ォ ー ド英語辞典亅 （OED ） に掲載 され た初期の 事例 か ら， 教育の 本来
の 意味は 「飼育」や 「養育」で あ っ た と解 して ， そこ か ら近代 以後 の 教育の 歴史
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9）
を， 学校が私 的営 み で ある教育 を浸食 し包摂 して い く過程 として 描 き出 して い た 。
　言葉 の 意味す る もの は ， 新 し く生み 出 され て きた もの で あれ ばある ほ ど， それ
を最初 に使用 したテ クス トに沿 っ て ， また その 時代の 歴 史的コ ン テ ク ス トの なか
で 把握 され な けれ ば な らない と考え られ るが ， こ の 立場 に立 て ば ， 上 記の 見解 は
に わか に 受け入 れ難い もの が あ っ た。 OED が 最 も初期 の 例 と して あげるエ リオ ッ
ト （Sir　Thomas 　Elyot）の 『為政者論亅 （1531）は ， 第 1巻の 第 2 章 と第 4 章の
章題で ， 教育 を， 貴族 ・ ジ ェ ン トル マ ン の 子弟が将来立派な統 治者 とな るこ とが
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1o）
で きる よ うに 「育て 上げる こ と bringing　up 」 と等置させ て用 い て い たが ， わが
国の 論議で は ， そ こ で 所与の 前提 とされ て い た教育 目的や対象に 関す る考察は完
全 に抜け落ちて い た 。 議論の こ うした不十分 さ を認識 しつ つ も， しか しなが ら他
方で は ， わ た しは依然 と して ， 教育 とい う言葉が初出時 に もっ て い た ， 子 どもを
「育て 上 げ る」 とい う意味内容 は
一 世紀後 も保持 され て い た と考えて ， 16世紀の
教育の 用法 と17世紀 の教 育図像 との 対応 関係 を見い だそ うと躍起 に な っ て い た 。
実際 ， そ うした対応 関係 を成 り立 たせ る よ うな特徴を後者の 図像 は もっ て い た 。
た とえば女性 「教 育」 は ， 子 ど もに授乳 す るポ ーズ こそ と っ て はい ない が ， 乳房
を露わ に して お り， また若木の 成長 を助 ける か の ように ， それ に手 を差 し伸べ て
い た 。
　結果的に は ， 書誌学 的研 究 を伴 うこ の 調査 はあ ま り進展せ ず ， 作業仮説その も
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チ ェ ーザ レ ・り一パ の r教育」図像に つ い て
の も， 擬人像が もう一 方の 手に もつ 笞の 役割 につ い て の 認識が 豊か になる に つ れ
て破綻 した 。 また この 当時， 研 究の 深 ま りに よ っ て もた らされた新た な発見 に よ
っ て ， 初期の わ た しの 立場 は修正 を余儀 な くされ てい た 。
　修正 は：：重で あ っ た 。 第一 の 修正 は ， 非イ タ リア語圏の 翻訳書が ， 一般 に書わ
れて い る よ うな抄訳や意訳 などで は な く， 実は ， それ以上 の もの で あ る こ とを認
識で きた こ とか ら生 じて きた 。 フ ラ ン ス や イギ リス の 編訳者た ちは ， 膚国の 状況
に合 わせ ， また彼 らが生 きた時代の 支配 的価値観 に基 づ い て ， オ リジナ ル 版 を独
自の 分類で 再構成 した り， 概念に新た な意味づ け を行 っ た り， 属性 を別様に解釈
するな どして い た 。 第二 の 修正 は ， す で に先行 して い た 7 自由学芸 の 図像学的硬
　 　 　 　 　 　 　 11）
究か らや っ て きた 。 琴一 パ の 教育図像が 中世 の 文法図像を下敷 きに して い る こ と
は明 らか で あ っ たが ， こ の 種の 資料 を収集 ・分類 して い くにつ れ て ， り一 パ の 図
は文法図像 の 全般 的な流れ に逆行 して い るの で は ない か ， それは17世紀前半の 時
代精神が生み 出 した独 自の 表現様式で は なか っ た の か ， と考えられる よ うに な っ
たの で ある 。 こ うした プ ロ セ ス を経て ， わ た しは ， 社会や 文化の 深層で 進行 した
教育の 概念 とイメ ー ジの 変化を紐解 けば ， 人物や 文献を中心 とした従来の 研究と
は違っ た角度か ら教育の 歴史変化 を俯瞰 で きるの で は ない か ， とい う認識に た ど
り着い た 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12）
　次頁の 図 1 か ら図 5 は ， 各国版の 『図像学 』に掲載され た教育の 図像 で ある 。
イ タ リ ア 語 版 は ， 浩瀚 な 5 巻 本で 出版 され た 1764・67年の オ ル ラ ン デ ィ （Abbot
Cesare　Orlandi）版 に至 るまで ， 説明文 も絵 もすべ て 同 じで あるの で ， 初出の 1625
年版で代表させ た （図 1）。 1644年にパ リで 出版 され た 2巻本 の ボー ドワ ン （Jean
Baudouin）版 は リーパ の 書の 最 も初期の 翻訳で ， 絵は各銅 版に円形で 6個ずつ 描
か れて い る （図 2 ）。 第二 の フ ラ ン ス 語訳 は1759年にパ ル マ で 働版 された 3巻本
の ブ ダー ル （Jean　Baptiste　Boudard）版 で あ るが ， こ こ で は1766年 に ウ ィ ー ンで
出版 され た廉価版 の 図を掲載 した （図 4 ）。 英語訳 も二 種類あ り， ともに18世紀
に ロ ン ドン で 出版 された 。 コ ン パ ク トな説 明文 と362枚の 卵形 カ ッ トを もつ 1709
年の テ ン ペ ス ト （Pierce　Tempest ＞版は ， イ タ リア 語の ABC 順で 左右の 頁 に説 明
と絵がそれぞれ 4個ずつ 記 されて い る （図 3 ）。 もうひ とつ は ， r建築家」 リチ ャ
ー ドソ ン （George　Richardson）が 2 巻本 で 出版 した1779年版 で ， 絵は 4 枚一 組
で各巻末に水彩画で描かれて い る （図 5）。
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1　 研　究　論　文
　なお ， 1704年に匿名で 出版 された ドイ ツ語訳の 「教育 Die　Auserziehung」の
項 目も見 たが ， テ クス トは1644年版 に大 きく依拠 し， 図 もそれ を反転させ た だけ
の 線画 で あ るの で ， こ こ で は省略 した 。 1644年の ペ ル ス （Dirck　Pietersz　Pers）
訳の オラ ン ダ語版 と ， テ クス トを完全 に放棄 し， 一枚の 銅版画 に ラ テ ン語 の モ ッ
トー と ドイツ 語 の 二 行連句だ けを付 して 表現 され た 1760年の ヘ ル テ ル （Johann
Georg　Hertel）版に は ， 教育の 項 目は ない 。
鷺　　D 　　v 　　c 　　A 　　T 　　l　 O 　 N 　　E．







図3　Tempest ，　 London 　　 図4　Boudard ，　 Vienne，　　 図5　Richardson，　 London，
　 　 1709　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1766　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1779
　したが っ て ， 以下 の 分析で は ， 1625年の イ タ リア 語版 ， 1644年 と1766年 の フ ラ
ン ス 語版， それに 1709年 と1779年の 英語版が 主 な対象 となる が ， リー パ に あ っ て
は図は文字テ クス トを視覚化 した もの で あ るの で ， それ を読み解 く鍵 は ， 何 よ り
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チ ェ ーザ レ ・リーパ の 「教育」図像に つ い て
もまず ， テ ク ス ト本文 に 求め られ なけれ ば な らな い 。 説明文の 長 さは各版 まちま
ちで あるが ， こ こで は きわめ て 簡潔 に要約 した1709年の テ ン ペ ス ト版 「教育」の
全文を紹介 して おこ う。
　　　「黄金 の 衣服を着て ， 光線が 降 り注い で い る 熟年 の 女性 は ， そ の ふ くよか
　　な胸 を露わ に して い る 。 彼女は一 方の 手に笞を もち， 子 ど もに 読み 方 を教 え
　　て い る 。 そ の左 側 で は杭 が地 面 に固定 され てお り， そ れ にか ら まっ た柔 らか
　　い 若木が ある 。 そ れ を彼女 は左腕で 抱 き しめ て い る。 光線 は ， 神の 恩寵が 必
　　要な こ と ， 神が 成長 させ て くれ る こ とを意味 して い る 。 胸は ， 教育 の 主要 な
　　部分が ， 包み隠 さずに教 え ， かつ 伝達する こ とで あ る こ とを示 して い る 。 笞
　　は矯正 を ， 柔 らか い 苗木 は ， 努め て 手 を加 え て ま っ す ぐに伸 び る よ うにす る
　　こ と ， そ して 良 きマ ナ ー を教 える こ とを示 して い る 。 」（Fig．　103）
　前半 に 記 され た 7 つ の 特徴一 黄金 の 衣服 ， 光 ， 熟年 の 女性 ， 露わ な胸 ， 笞 ， 読
み 方を教えるポー ズ ， 杭 と若木一 が ， 教 育図像 を構 成 して い る主要な要素で ある。
しか し， 図 を見比べ れ ば す ぐに 分か る ように ， 5枚の 絵すべ て が同 じとい うわ け
で はない 。 た とえば 「光」は 1625年版で は雲が 二 つ に分か れ る様子で描 か れ て い
る 。 また女性 「教育」 は， 17世紀の 版 で は乳房 を出して い るが ， 18世紀後半の 版
で は衣服で胸は隠 され て お り， また彼女は若木 に手 を添 え る動作 も とっ て い な い 。
こ うした違い が教育 と密接に 関係 して い る領域 ， た とえば ， 「礼儀 courtesy 」や
「教義 doctrine」「学 問 learning」 とい っ た概念で 顕 著で あるの は われ われ の 注意
を引 くけれ ども， こ こで は ア レ ゴ リーが 時代の メ ッ セ ー ジ の 思想的 ・芸術 的表現
で ， 同時代の 世界観の 要約で あ っ た こ と ， また こ れ ゆ えに ， そ の 解釈にあた っ て
は ， 思想 史研 究の 場合 と同様 に ， テ ク ス トの 外 に あ る 当時の 支配的な価値観や イ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 13｝
デ オ ロ ギ ー を看て取 る こ とが 重要な課題 となっ て くる こ とを指摘 してお きた い 。
　以上 の 点 を踏 まえた上 で ， 以 下 ， 教育図像 を構成 して い る 7 要素 を中心 に ， 各
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る こ とに 由来 して い る 。 彼女が 「成熟 した年齢」で 表現 され る の は ， 教育の 役割
の ひ とつ が 学問 を教 える こ とにあ り， それ を修得するの に 長い 年 月を要す るか ら
で ある。 説明は各版共通 して い るが ， 1644年版 は 「生 まれの 良さ」 をさらに要求
し， 教 育の 力の 証明 と して い る （「教 育の 力は ， 生 まれが 良い ， 成熟 した婦 人に
よ っ て証明され る」）。
　（2） 「黄金 の 衣服 」
　彼女は黄金の 衣服 を着て い る 。 図像学で は色 も主題の 性格 を特徴づ ける 重要な
要 因で あ るの で ， 注 意 を要す る 。 黄金の 衣服 は 一 般 に ， 黄金 の 冠 や 紫の 色 と同
様 ， 主 題の 崇高さや卓越 さ を示すた め に使用 され て お り， 1625年版お よび 1779年
版 も教 育の 価値 とす ば ら しさの 証 左 と して衣 服 の 色に言及 して い る 。 こ れ は ， 16
世紀前半に 出現 した教育とい う言葉が ， 一世紀後に は ， 完全 に市民権を得て い た
こ との 確か な証 で ある ように 思 わ れ る 。
　（3）「露 わな胸」
　「乳房 と露 わ な胸 は教育の 最 も主 要な部分 を意味す る。 それ は精神 の 純 潔 さを
明白に表 して お り， まさに徳 その もの を伝 えよ うと して い る 。 …悪徳 を避 け， 徳
を好む よ うに する こ とが ， 教育の 基本で ある 。」− 1625年版は こ う述べ て ， 乳房
や露 わ な胸が 徳の 教 育を シ ン ボ ラ イ ズ してい る こ とを強調する 。 17世紀の 図が ，
1766年版の よ うに横 向きで は な く， 正 面 を向い た姿勢で ， しか も露わ な胸が 図の
中央 に位置する よ うに 女性 を描い た の は ， 徳の 教育が教育の 中核 で あ る こ とを強
調せ んが た め で あ っ た と言 っ て も決 して 言い 過 ぎで は ない で あろ う。 ちなみ に ，
こ うした裸体 に よ る徳の 教 育の 表現 様式 は ， 幼 児イ エ ス に授乳 をす る聖母像や ，
信仰や知 の 渇 き を癒 すため に二 人 の 年老 い た男 性 （ペ テ ロ とパ ウ ロ ）に乳 を与え
るマ リア 像 ， また 14世紀 イ タ リア で 発 達 した 「授乳 の 文法」図像や 「裸の 真理 」
像の 変形 ヴ ァ ー ジ ョ ン と考 えられ る が ， こ こ で は以下の 二 点に注 意 を喚起 して お
きた い 。
　 ひ とつ は ， 1644年版 や1709年版 で は ， 「露 わな胸 は ， 子 ど もを教 える 人 は真理
を少 しも隠 して は な らない こ とを示 して い る」 と説明されて い る けれ ども， そ こ
で 言われて い る真理 は ， 現在われ われ が考えて い る よ うな科学的で 客観的な事実
で は な く， 当時の 社会で
一 般 に受け入れ られ て い た宗教的な考えや意見に他な ら
な い こ と， また徳を宗教 と同
一 視 し， 「信仰の 真理」 とい っ た言葉 で 呼ぶ 習わ し
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 チ ェ ーザ レ ・リ パー の 「教育」図像に つ い て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14）
は ， 1637年に 『方法序説亅 を著 した デ カル トに も見 られ る とい う点で ある 。 もう
ひ とつ は ， 17世紀の 版で は 重要 な地位 を占め て い た こ の 露わ な胸 が ， 18世紀の 版
で は完全に無視 され るか ， ある い は 消極 的な地 位 しか与 え られず ， したが っ て 図
で もま っ た く強調 され なか っ た とい う点で ある 。 なぜ そ うな っ たか は後 に触れ る
と して ， 同 じ く徳の 教育 と密接 なつ なが りを もつ 次の 属性 ， つ ま り笞の 考察 に移
りた い と思 う。
　（4）「笞」
　笞は 古来 よ り学習の 動機づ け ， 体罰の 道具 と して利用 され て きた 。 リーパ の 擬
人像 も一様 に笞 を手に する が ， その必 要性や根拠 づ けは各版で微妙に違 っ て お り，
近 代の 体罰観の 変遷 を知る 上 で 興味深い もの が ある。
　1625年版 は ， 旧約聖書の 『箴言亅第29章第15節の 一 文 （「笞 と懲 ら しめ は知恵
　 　 　 15）
を授ける」）を引用 し， そ して さ らに 古代 ロ ー マ の 哲学者セ ネカ の 『怒 りに つ い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 16）
て De　lra』第 3 巻の 一節 （「教育ある い は規律 が習俗 を形成する」） を引い て ， 体
罰 を教育その もの として 正 当化 しよ うとす る 。 実際 ， そ こ で 下 され た教育 の 定義
もこ の 点 を力説す る。 「教育は ， 教義 （学 問を指す ：安川）を教 える こ と ， 品行 を
良くし， 普遍の 道 を通 して 人生 を教 え る こ とで あ る。 と くに 精神的徳 を磨 き， 父
親が 息子 に ， 教師が 生 徒 に 体罰 を加 え る こ とで あ る」 と。 1644年版 も， 「笞 は懲
罰 を教授 に結 び付け ね ば な らない こ とを示 して い る」 と して ， 体罰 と教育 との 結
合 を強調する 。
　体罰が 17世紀 きわ め て 大 きな役割を占め てい たこ とが 見て 取れ るけれ ど も， し
か し18世紀 に入 る と ， その 比重 は次第に 小 さ くな っ て い く。 た とえば1709年版は ，
「懲罰 Chastisement」で は な く， 「矯正 Correction」 とい う言葉 を使っ て 笞 を説
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 17）
明 し ， 悪い 行い の 結果に対する罰の 観念 をそこ か ら排除 して い る。 1779年版 にい
た っ て は ， 笞は 厂精神の 開発 cultivation 　 of　mind 」 に必要 とされ る 「規律
・訓練
discipline」の 単な る象徴 と して しか把握 され て い ない 。 図 5の 擬 人像 も， そ うい
えば ， 笞を子 どもの 目か ら隠 して い る よ うに さ え見える 。
　体罰の 否定 とまで い か な くとも， その教 育的役割が 相対的に低下 して い っ た こ
とが以上 か ら跡づ けられ るで あろ う。 しか しなが ら， こ こ で は逆 に ， 17世紀の 図
像が体罰 をこ とさ ら強調する よ うな姿で 描か れ たの は なぜ か ， とい う問題 を提起
した い 。 こ の 問い は次の 要素 と も密接 に 連動 して お り， リ
ーパ の 教育図像 を読み
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解 く重要 なポ イ ン トの ひ とつ とな る 。
　（5 ）子 どもに 「読み方 を教 える」ポー ズ
　教師の 笞で もっ て 教育 ， と りわ け読み 方の教育 を衷現する 方法は ， 古代 よ り学
校 の 授業風 景 を描 く基本的パ タ ー ン の ひ とつ で あ っ た 。 申世の 文法図像 も多 くは
こ れを踏襲 し， さまざ まなヴ ァ リエ ー シ ョ ン を生 み だ して きた 。 た とえば， 文法
の 女神 ない し教師が ， （i）右手 に笞， 左手 に書物 を手 にする単独 像の タイプ ，  
典型 人物 を一 入ない し二 人 （ドナ トゥ ス とプリス キ ア ヌ ス ）従えて い る タ イプ ，
（鋤 他 方の 手の 人差 し指で ， 生徒 に 厂こ の 一 節を読み なさい 」 とばか りに本を指
さすポ ーズ をとる タイプ ， （iv）良い 生徒 と悪 い 生徒の 二 人 を従え ， 後者の 耳を引
っ 張る な どの 罰を与えて い る タイプ ， （v）笞を もっ た 女神が子 どもに授乳 を して
い る タ イプ など。 1625年版の 教 師の 右手人差 し指に注 目すれば ， リーパ の 図は，
12世紀以 降 に確立 された古典的な 「指さ し」タイ プの 文法 図像 の 変形 と言えな く
もない だ ろ う。 なお ， イタ リア 語版だ けが背 中に 翼をつ けた一風変わ っ た衣服 を
生徒 に着せ て い るが ， こ れは 「思弁的知性の 最初の 衣服」 で ， 学問 を学ん だ人 問
は神の 認識 に まで飛翔 して い くこ とを表 して い る 。
　笞や 「読み方 を教え る」ポ ー ズ に関する分析は ， しか し ， 以上 で 片が付 い た わ
けで は ない 。 なぜ な ら ， 岡 じ教授 ＝ 学習場面で 描か れた文法 図像で も， 教師が笞
をもたず ， 注意 を もっ ぱ ら生徒 に 注 ぎか けて い る 姿で 描 く様 式 も13世紀後半 に は
　 　 　 　 　 　 　 　 Is｝
すで に現われ て お り， 文法が学 問 と して の 文法 と手段 と しての 文法に分かれ た 15
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 le）
世紀後半以 降で は ， 学 問毯界へ の 案内者 として 子 どもの 手を引 く姿や ， 文法の 女
神が学問の 塔の 扉を開ける r鍵」お よび初学者用 の教科書で あ る 「ホー ンブ ッ ク」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　き
を手に した新 しい 表現方法もで き上が っ て い た か らで ある。 こ うした流れ を考慮
す る とき， リーパ の 教育図像が 笞を もっ た教師を威風 堂々 と した姿で描い た背後
に は， 文法 図像 の系譜 とは異 なる別の 何かが強 く働い て い た と考 えざる を得ない
の で あ る。 で 19−一・体 ， それは何か。
　すで に別 の 機会で ， わ た しは ， 通説とは逆に ， 近代 に入 る と体罰は む しろ強化
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 21）
され て い っ た と論 じた こ とが あ るが ， こ こ で は ， 1550年に リヨ ン で 出版 され た ア
ル チ ャ ー テ ィ （Andrea 　Alciati， 1492−1550）の 『エ ン ブ レム 集』（初出， 1531）に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ラ
収 め られて い る一枚 の 絵 （図 6） に注 目して ， ル ネサ ン ス期 の 体罰 ＝ 教育観の 前
提 をあぶ り出 したい と思 う。
一 190 一
工工一l ・ 。 ・ 。 ・ 。　 ・ … y
’
・ ・ ・ 。 ・
Japan Society for the Historical Studies of Education
NII-Electronic Library Service
apan 　 oolety 　or 　he 　 lstorloal 　 tudles 　of 　duoatlon
チ ェ ーザレ ・リーパ の 「教育」図像に つ い て
　図 6 は ， 『イ リア ス 亅で有名なア キ レ ウ ス が 少年時代 に 教 師ケ イロ ンか ら読み
方を教わ っ て い る場面 を描 い た もの で ある 。 こ れ をい ま， そ れ 以 前 と以 後の ， た
とえば ， 竪琴 の 教授場面 を描 い たポ ン ペ イの 壁画 （図 7） や ， ウサ ギ を捕 っ て き
た ア キ レ ウ ス に ケ イ ロ ン が リ ン ゴ を褒美 と して 手渡 す瞬 間を描 い た 1762年の La
Haye の 銅 版画 （図 8 ）と見 比 べ る な らば ， 1550年の 図が教 師の 権威 と体罰 を著
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 23｝
し く強調 して い る の が分か るで あ ろ う。 地 面 にすわ っ て学習 して い る少年たちの
なか か ら一 人進み 出て きた ア キ レ ウ ス は， 緊張 した面 もちで ケ イロ ン の前に立 ち，
彼が 指 さす本 の 頁 に静か に 目をや っ て い る。 4 本足で 立 っ たケ イロ ン の 目の 位置
は高く， 彼は ， 少年が間違 えた な らばすぐさ ま振 り下 ろ せ る ような格好で ， 笞 を
高く構えて い る 。
図6Alciati，　Emblemata， 1550．　 図7 ポンペ イ壁画， 1世紀　　図81 ．a　Haye ，　1762（部分）
　こ こ に は ， 国王の 息子 で さえ （ア キ レ ウス は女神テ テ ィ ス と国王 ペ レ ウス との
間に 生 まれ た）， 教師に よる笞打 ちか ら免れ る こ とは で きなか っ た し， 武勇 に優
れた戦士 とい え ども， 教 師の 厳 しい 指導の 下で 学問を学ん で きたが ゆ えに 国の繁
栄に寄与する こ とが で き， 不滅の 名声を獲得で きたの だ ， とい う力強い メ ッ セ
ー
ジが 隠されて い る。 後景の 荒廃 した建物 と前景の 地面 に置か れ た矢筒に注 目。 し
か もこの 絵が 「君主 の 相談役」 とい うモ ッ トーの 下 におか れ て い た点 を加味す る
な らば ， ル ネサ ン ス 期の 教育論が一様 に 説い た ， 君主 を補佐す る 「教養あ る為政
者」の 育成 とい うテ ー マ に合致 して い た こ と も明 らかで あろ う。 1421年に発見 さ
れ ， 当時広 く読 まれ た キ ケ ロ の 『弁論家論亅 もア キ レ ウス の 教育 に注 目 し， 彼 を
「弁の 立 つ 論客 ， 事 をなす行動者」 と して 称賛 しつ つ ， 雄弁 と武勇の 教 育はひ と
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふ）
つ の 同 じ体系 で ある と強調 して い たが ， こ うした 点を総合する と， ル ネサ ン ス 期
の ヒ ュ ー マ ニ ス トた ちが 目指 した教 育は ， イ ニ シ エ ー シ ョ ン と して の ラ テ ン 語学
　 　 　 　 　 　 　 2s｝
習か らだ けで はな く， 子 どもを人文主義的人 間 理想 へ と 「育 て上 げる」上か らも，
体罰 をみ ずか ら呼び込ん で い っ た と言えるの で は ない だろ うか。
　さて ， 残 る二 つ の 要 素 ， つ ま り 「光」 と 「若木」は従来の 文法図像 で は
一度も
描かれ る こ との なか っ たもの で ある 。 こ れゆ えに そ こ には 時代 の 精神が色 濃 く反
映 され て い る よ うに思 われ る。
　（6 ）「光」
　光は ， 教 育に は神 の恩寵が必要な こ とを表 した もの で ， パ ウ ロ の 『コ リン ト人
へ の 第一 の 手紙亅第 3 章第 6節 （「わ た しは 植 え ， ア ポ ロ は水 を注い だ。 しか し，
成長 させ て くださ っ たの は神で あ る」）が そ の 典拠 と して 引用 され て い る。 言 わ
ず もが なの 感が あるの で あ ろ う， 各版 い ずれ も上 記以上の こ とは語 っ て い な い 。
だ が わた しは ， 光が あえて 導入 され た こ とに格別の 意味を見い だ したい 。
　よ く知 られて い る よ うに ， プロ テ ス タ ン トが 内面の 信仰を強調 して 聖像破壊運
動 Iconoclasmを展 開 して い っ たの に対 して ， カ トリ ッ ク は逆に ， トリエ ン ト公会
議 （1543−63）以 降 ， イメ ー ジの 刷新 を図 り， 文化全般 に わた る教会の 監督 ・干渉
を強め て い っ た 。 こ れ に よ っ て ， た とえば 4枢要徳の ひ とつ 「節制」を描 く際に
馬勒 ， 時計 ， 轡 ， 眼鏡 ， 拍車 ， 風車などの さまざまなア トリビ ュ
ー トを使用 して
きた中世の 徳 の 図像体系は変革 され， エ ン ブ レム ・ブ ッ ク も16世紀後半か ら宗教
的に適用 され始 め る こ とに なる 。 か くして 17世紀 ， 異教的 な人 文主義的図像体系
が完成されて い く一 方で ， 新 しい キ リス ト教図像の 発展 と活性化が起 こ っ て くる 。
これ に 著 しい 貢献をしたの は ， イ エ ズ ス 会で あ っ た。 彼 らは多 くの 芸術家を雇用
し， 劇 やエ ン ブ レ ム ・ブ ッ ク を布教や 教育活動の 格好の 武器 と して 利用 して い っ
農
　 リーパ の 『図像学亅が生 まれ ， かつ 人気 を博 して相次い で版 を重 ねて い くの も，
またそ れ に教育の 項 目が加えられ て い くの も， 対抗宗教改革期の こ の 文化運動の
渦中に お い て で あ っ た 。 教会は リーパ の 書の 完成 を支持 し， ロ
ー マ の 枢機卿 もこ
れ を後援 した 。 光は ， 「神の よ り大い な る栄光 の ため に」 とい うモ ッ ト
ー を掲げ
たイエ ズス 会 に とっ て は ， 欠かす こ との で きない もの で あ っ たの だ。 こ の こ とは ，
リーパ の 「教義」や 「真理」の 擬人像が ， 無知 を追い 払い ， 暗闇を照らすシ ン ポ
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チ ェ ーザ レ ・リーパ の 「教育」図像 につ い て
ル で ある太陽 を手 に し ， また 同時代の 肖像画家 （ex ．　Jean　de　Roelas，　c．1622）が ，
イ エ ズス 会の 創始者 イグ ナ テ ィ ウ ス ・デ ・ロ ヨ ラ を描 くにあた っ て 彼 に 会の イ ニ
シ ャ ル 「IHS」が入 っ た太陽を右手に もたせ て い たこ とか らも， 十分に窺 い 知 る
こ とが で きるだろ う。 1766年の フ ラ ン ス 語版が ， 右上方か ら燦々 と降 り注 ぐ姿で
光 を誇張 して 描い て い たの も， こ れ と同様 の 文脈で 解釈で きるの で は ない だ ろ う
か 。 大胆に言えば ， イエ ズ ス 会の 追放 （1764） に象徴 され る ， 反教 会の 嵐が 吹 き
荒れる時代の なか で 出版 され たそれ は ， ロ ーマ ・カ トリ ッ クの 側 か ら ， 教育にお
ける 神の 啓示の 必 要性 と重要性 を改め て 強調 した図で ある よ うに わた しには思 え
る の だ 。
　 （7 ）「杭 と若木」
　教育の 擬 人像 は左 手で 脇の 若木 を支えて い る 。 1625年版 は ， これ は ， 「教育が ，
読み 書 きを教 える だけで は な く， 若者で ある と こ ろの 植物 を育て る あ らゆ る仕事
をする こ とで ， 善行や 最高の 品行を教 える こ とで あ るこ とを示 してい る」 と述べ ，
ダ ン テ の 『神曲』 （1307・21）の 一節 （「種を擇ばず耕 さざる地は ， 土の 力 い よい よ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n ）
さか ん なる に 従い ， い よい よ悪 く， い よい よ荒 る」） と ， 古代 ロ ー マ の 医学者ガ
レ ノ ス の 『分裂症 の 治療 に つ い て 亅の なか の 一 文 （「子 どもた ちの 教育は ， 植物
　 　 　 　 　 　 　 　 zs）
の 栽培 と同 じであ る」） を ， その 根拠 と して 引用 して い る 。 教育 を栽培 との ア ナ
ロ ジーで 定義 したル ソー 『エ ミー ル 』の 有名な
一 節が すぐに想起 され る で あろ う
が ， 留意 して 欲 しい の は ， こ こ で 若木や 栽培 の メ タフ ァ
ー を使っ て 説明 され て い
るの は， 良 き躾や マ ナ
ー に関する教育で あ っ て ， 教育の モ ー ドで はな い とい う点
で あ る 。 こ の こ とを念頭 に置い て ， 以下 ， 各版 の 特徴 を見て い きた い 。
　1625年版が若木 を 「若者 giovent司 に見立 てて論 じて い た の に対 して ， 1644年
の フ ラ ン ス 語版が そ こ に 見 る の は ， 「幼年期 enfance 」か らの マ ナー教育の 必要性
で ある 。 テ クス トは こ う説明す る。 「若木 は ， 教 育が幼年期か ら始め られ ね ば な
らない こ とを示 して い る 。 柳 は柔 らか い うちに 曲げ よ ， とい う諺 はそ の こ とに関
連 して い る」 と。 こ うした早期教育の 主張はモ ン テ ー ニ ュ の 『エ セ ー』（1658） に
も散見 され るが （第一 巻第23， 25， 26章を参照）， こ れ をい ま， 先 に 1644年版 の
特徴 の ひ とつ と して指摘 した 「生 まれ の 良さ」の 要求 と重ねあわせ る と， 17世紀
前半の フ ラ ン ス で 起 こ っ た教育観や子育て様式の 変化が 浮か び上が っ て くる。 こ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 29）
の 変化 は ， ノ ル ベ ル ト ・エ リ ア ス が指摘 して い た ように ， カス テ ィ リオ
ー ネの
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『宮廷人 の 書』（1528）や エ ラ ス ム ス の 『少年礼儀作法書』（1530）か ら始 まっ た
近 代の 礼儀作法論 が ， 次の 代 に デ ラ ・カ サ の 『ガ ラテ オ』 （原著 は 1558年 ， 仏訳
は1609年）に取 っ て 代 わ られ て い くなか で 生 じて きて い た 。 人々 は ， 威信 を授け
た り身分 を隠す機能よ りもむ しろ社 会的身分の 違 い を明確にする機能に重 きを置
い て ， 早期 か らの 礼儀作法の 教 育を重視 し始め て い た 。 良 き躾や 良 きマ ナーが 人
間を形成す る ， とする こ う した思 想 と実 践の 台頭 が ， 教 師の 資質 と して 「生 まれ
の 良さ」 をさらに 求め ， 幼年期か らの 習慣形成を強調する1644年版には反 映 され
て い た よ うに思わ れ る 。
　1709年の イギ リス 版が強調す るの は ， 「努めて 手を加えて まっ す ぐに伸び る よ
うにする」とい う， 矯正 と して の 教育で ある 。 したが っ て ， こ こ で は力点 は 「若
木」よ りもむ しろ 「杭」に置か れ て い る 。 こ の こ とは ， 「教育」 と大変似通 っ た
構 図で 描 か れ た 「学芸 Art」（Fig．28）で の 杭の 説明一 「杭は ， 柔らか い 植物を
支 え もつ こ とで ， 自然 の 欠点 を埋 め合わせ るこ とを示 して い る」一 か ら も明 らか
　 　 3o）
で ある 。 こ れ に 同時代 の ロ ッ ク が 『教育論』 （1693）で 主張 した次 の 一節一 つ ま
り， 「生 まれなが らの 気質に お い て 何 らか の 歪 み を も っ て 生 まれ て こ なか っ たほ
ど幸福 な ア ダ ム の 子 ど もた ちは ほ とん どい ない が ， しか し ， それ を取 り除 き， 埋
め合 わせ る こ とが ， 教育の 仕事で ある」 （§139）一 を加味 して 解釈す る な らば ，
1709年版が 17世紀末か ら18世 紀初頭 の イギ リス の 教育心性 を表象 した もの である
こ とは ， もはや 疑 い ようが な い よ うに思 われ る 。 1709年版 の こ の 特徴は ， 「杭 な
い し棒 は ， 農業が 自由学芸 の ひ とつ で ある こ とを示 して い る 」 と説明する 1779年
版 「学 芸 」 （Fig．109） との 対比か らも裏付 けられ よ う。
　 ちなみ に ， 子 どもの 発達 を若木 に見立 て る考 え方 は古 くか らあ るが ， エ ン ブ レ
ム ・ ブ ッ ク で はそ れ は有機的成長 とい うメ タフ ァ ーで は表現 され なか っ た 。 重 し
がの っ た棕櫚 の 木の エ ン ブ レ ム で 示 され てい た の は ， 困難や圧 迫に耐えなが らも
それを克服 して 大 きくな っ て い く成長観で あ り， また ， い か な る逆境下 にあろ う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 31）
とも堅固な心で 真理や美徳 を求め よ ， とい う教訓で あっ た 。
　 最後 に ， 若木に手を差 し出す動作さえ と っ て い ない 18世紀後半の 図を どう解釈
す れ ば よい の か ， こ の 点につ い て一 言述べ て お きた い 。 ブ ダー ル 版は若木に関 し
て は 何 も語 っ て お らず ， リチ ャ ー ドソ ン版 も ， 「若木は ， 教 育に よ っ て 若い 時代
に 身につ け た癖や性向は 年 を と っ て も存続する こ とを表 して い る 」 と ， 子 ど も時
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チ ェ ーザ レ ・リ パー の 「教育」図像に つ い て
代 の 教育の 持続的影響力を述べ た〜般論で しか語 っ て い ない 。 テ ク ス トに解釈の
手が か りを見 い だす こ とは困難で ある けれ ども， わ た しは こ れ は ， マ ナ ー よ りも
知的学習に 優位 を置 く， 18世紀後半 の 啓蒙主義 的教育観 の現れで は ない か と考 え
て い る 。 とい うの もリチ ャ ー ドソ ン は ， 理性 を精神 の 支配的な力 ， 善悪 や真偽の
判断基準 として 位置づ け ， 「精神の 啓if　illumination」や 学問が 心 に滋養 を与 えて
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 32）
豊か に し， かつ マ ナ ー を改善す る こ とを謳 っ て い るか らであ る 。 教育の 図像 にお
い て若木を後景 に押 しや り， 17世紀で は 必須 とされ た乳房 と露わ な胸 を不要 とし
た の も， こ の ため で あ っ た と思 われ る 。
結　論
　以上 ， リーパ の 『図像学』 に掲載 された 項 昌 「教育」 とその 図像 を 7 つ の 要素
に分解 し， 各版の 特徴 とその 変化を ， 同時代の 世界観や 精神構造を考慮 しなが ら
分析 して きた 。 教育構造論の 立場か ら見れば ， それは 次の よ うに結論づ ける こ と
が で きよ う。 リー パ の 図像は教育の 主要な 三部門 ， つ ま り徳の 教育 ， 知的学習 ，
良 き躾 とマ ナ ーの 形 成 を ， そ れぞ れ 「乳房 と露わ な胸」， 「笞」 と 厂読み 方を教 え
る」ポー ズ ， 「杭 と若木」で 表象 し ， そ して ， 教 育の 根底に キ リス ト教信仰が な
けれ ば な らない こ とを 「光」 で ， 教育の 力 に対す る信頼 を 「黄金の 衣服」で ， ま
た教 師の 資質 を 「成熟 した年齢」 で表現 した もの で あ っ た ， と。
　む ろん ， 上 記 の 三 部門は それ ぞ れ独立 して 存在 して い るの で はな く， 相互 に密
接 に結びつ い て い る 。 17世紀前半の 作 品は ， 徳の 教育 を 中核 に 据え ， これ を土台
に学問の 教育 とマ ナ ーの 形成を同時に成 り立たせ よ うとする 。 こ の 三 者をつ な ぎ
合わせ て い たの が教師の 笞で ， こ こ に歴史上最初の 教育図像の 大 きな特徴 が あ っ
た 。 こ れ に対 し ， 18世紀初頭の 作品は ， 矯正 の 概念を軸に教育を再構築 し， 18世
紀後半の 作品は ， もっ ぱ ら知的学習 に 重きを置い て ， それで もっ て 教育の すべ て
を可能な らしめ よ うとす る 。 教育 の 諸部 門の こ うした 結合様式の 違い は ， 各国 ，
各時代の 社会 的文化 的状況 を反映 した結果で あ っ たが， かか る教育概念の 構造変
化は ， 17・18世紀近代の 教育の 歴 史変化を見通す上 で ひ とつ の 重大な手がか りを
与えて くれ る よ うに思 われ る 。
　なお ， 最後 に な っ たが ， リー パ の 『図像学』で は ， こ れ まで 体 罰や教授 ＝ 学習
場面で 表現 され る こ との多か っ た 「文法」が まっ た く新 しい 構図で ， つ ま り， 若
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い 女性が 水差 しで植物 に水 を注 ぐ姿で 描か れる よ うに なっ た こ とを指摘 し ， それ
を文法図像の 長期変化の 中で 位 置づ ける こ とが今後の 課題 で あ る こ と を付 け加 え
て お きた い 。
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3） リーパ につ い て は 没年 を 「1623年頃」ない しは 「1625年以 前」 とす るの が 一
般的で あ っ たが ， 筆者 は こ こで は ， 新発見の 史料 に基 づ い て 没年 を 「1622年 1
月22日」 と特定 した Chiara　Stefaniの論文 に 依拠 して その 生没年を記 した 。　cf
Chiara　Stefani，℃ esare 　Ripa ：New 　Biographical　Evidence’， ノburnal　of　the
Warburg 　and 　Courtauld　lnstitutes，　L皿 1990， 307−312．なお ， リーパ 研究で は
　じめ て 学位 を取 っ たマ ン ドウス キ ー に よれ ば ， リー パ は本名 をジ ョ ヴ ァ ン ニ ・
カ ン パ ニ （Giovanni　Campani） とい い ， ロ ー マ の枢機卿 の 館で給仕長 など をし
て 生計を立て て い た。 彼 はまた， 教皇ク レ メ ン ス 7世が1525年頃に創立 した シ
エ ナの 文芸ア カ デ ミー の メ ンバ ー の 一 員で ， そ こで 教養人た ちの 間で 広が っ て
い た新 しい 空気 を吸 い ， 『図像学』の 資料 を収集 し た と され る 。 cf．　Erna
Mandowsky ， ‘lntroduction’，　in　Cesare　Ripa，　Iconolog　fa；with 　an 　introduction
by　Erna　Mandowsky．　Georg　Olms 　Verlag， 1984．
4 ）初 版で は699の 見 出 し語 で354項 目が取 り上 げ られ た だ けにす ぎなか っ たが ，
1603年版で は見出 し語は1085に増加 した 。 そ して 1611年版で は さ らに52項 目が
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チ ェ ーザ レ ・リ パー の 「教育」図像に つ い て
追加 され ， 木版画 も201枚 に な っ た 。 一 般 に は1611年版で 『図像学亅 は確立 さ
れた と見る立場が支配的で ある けれ ども， Tung は ， パ ドヴ ァ で 出版 され た1625
年版が ， た とえそれが リーパ 死後の もの で あ っ た と して も， もっ と も権威 ある






5 ）G．Richardson，‘An 　Introductory　Discourse　upon 　the　Science　of 　lconology’ 、
　ill　G．　Richardson，　Iconology，or，．A　collection αrθmblema 孟fca1  ures 　moral 　and
　instructive，　London，1779，　L
6 ） た と えば ， エ ラ ス ム ス が セ ン ト ・ポ ー ル ズ 校 の 教 育に資す るた め に著 した
　『文章用語論』 （1512）一 彼 は そこ で ア レ ゴ リー は暗喩 と同 じ効力 を有 してい る
　と して ， その教育的価値を説 い て い た一 は ， 文章読本 として 広 く迎 えい れ られ，
　16世紀 中に 150版 を重 ね た 。 二 宮敬 『人類 の 知 的遺産23 エ ラ ス ム ス 』講談社 ，
　1984， 23＆ を参照 。 ．
7 ）文部省 の 在外研究の 折 （1998−99）， わた しは大英 図書館 に 所蔵 され て い る リ
　ーパ の作品14点の 大半を見 る こ とが で きた 。
8 ）P．ア リエ ス ／ 中内敏夫 ・森田伸子訳 『〈教 育〉の 誕生』新評論， 1983， 185．
9 ）た とえば ， 森重雄 「モ ダ ン の ア ンス タ ンス 亅ハ ーベ ス ト社 ， 1993 ；藤 田英典 ・
　田 中孝彦 ・ 寺崎弘昭 「教育学入門』岩波書店， 1997，
10）John　M ．　Major　ed ，，　Sir　Thomas 助 rot ’s　The　Boke　Named 　the　Governor，　1969，
　Teachers　College， 57　and 　62．
11） 中世の 7 自由学芸の 図像変化 に関 して は ， 1970年 に ロ ン ドン 大学に提出 され
　た エ ヴ ァ ン ス の 博士論文 （283枚 の イラス トを含む） を参照 。 Michael　W ．　Evans，
　“Personifications　of　the　Artes　from　Martianus　Cape皿a　up 　to　the　end 　of　the
　Fourteen丗L　Century；’ （unpublishe （L　1970）．
12）出典 は以下 の 通 りで ある 。
　図1 ：C．Ripa，　Della　Novissima　lconologia，　Padova，1625，192−193．
　図2 ：J．Bavdouin（ed．），　lconologie，　Paris， 1644，　H ， 120・121．
　図3 ：P．　Tempest （ed ．），　lconolog7
’
a’　or ，　Moral1　EmblemS 　London， 1709，26，
　図4 ：JB 、　Boudard （ed ），πonologfe ，　Vienne， 1766，　L　172．
　図5 ：GRichardson （ed ．）， Iconology∫or ，　A　collection　of　emblematical 　figures，
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1　 研　究　論　文
　 moral 　and 　instructive　；　London，1779，　L　82．図は 巻末 。
　 なお ， 本論文で は上 記 の 書か らの 引用 は頁数 を記すの を省略 した 。 リーパ の 書
　は多 くが復刻 され て お り， わが 国の 大学図書館 に も所蔵 され て い る 。
13）ゴ ン ブ リ ッ チ をは じめ とす る 美術 史家 や図像研究者た ち も一様 に この 観点 を
　強調 して い る 。 cf．　E．　H ．　Gombrich ，　 Symbolic　IMages　：　Studies　in　the　art −　of 　the
　 Reηafssance 　H ， 1972． （大原 まゆみ ＋ 鈴木杜幾子 ＋ 遠 山公 一訳 『シ ン ボ リッ ク ・
　イ メ
ー ジ』平凡社 ， 1991）；A ．Fletcher， ‘Allegory　in　Literary　History’ in
　 Dictionary　of 　the　History　ofldeas 　1968，1， 41−48 ；James　HalL　A 　History　of　ldeas
　 and 　lmages　in　ltalian　Art 　London ，　John　Murray，1997（1983）．
14）デ カ ル トは ， 乳母 の 乳 とと もに摂取 し ， 精神の 養い と して きた宗教 を 「私の
　乳母の 宗教」 と呼び ， また 「信仰の 真理 」 とい う言葉 も使用 して い る 。 井上庄
　七 ・森 田良紀編 『デ カル ト方法序説入門亅有斐 閣叢書 ， 1979，　42．を参照。
15）原文の ラ テ ン語は 〈Virga　atque 　correctio　tribuit　sapientiam ．〉「放任 され て
　 い た 子は ， 母の 恥 となる 」が こ の 後 に続 く。 こ の 一 文 は1766年版 と1779年版 で
　も引用 され て い る が ， 1779年版 は こ れ をエ ラス ム ス の 『格言集 Adagii』第29章
　 として い る 。
16）原文の ラテ ン 語 は 〈Educatio，　et　disciplina　mores 　faciunt＞1779年版 は これ を
　教 師が腰掛 けて い る台座 に記 して い る。
17） リーパ の 『図像学1 で は 「懲罰」 と 「矯正」が 厳密に 区分 され て い た こ とが
　こ こ で は重要で ある 。 1709年版 を例に とれ ば ， 「矯正」 （Fig．　69）が一方の 手に
　笞を もっ た老婆がペ ンで 間違い を修正 して い る姿で 表され るの に対 して ， 不法
　な行為 を犯 した者 に対する 断固 と した処罰 を意味する 「懲罰」 （Fig．48）は ，
　手 に斧 をもつ 激怒 した男や ， 熊 に襲い かか る ライオ ン で 表現 されてい る 。
18） こ れ は ， シ エ ナ大聖 堂説教壇 に ある ニ コ ラ ・ピサー ノ Nicola　Pisano作の 7 自
　由学芸 レ リー フ （1265−68）で 始 まり， フ ィ レ ン ツ ェ の ジ ョ ッ トの 鐘楼の ル カ ・
　デ ラ ・ロ ッ ビ ア Luca　deUa　Robbiaの 文法彫刻 （1431−38）へ と発展 して い く。
19）最 も有 名 なの は ， 現 在 ル ー ヴ ル 美術館 に 所 蔵 され て い る ボ ッ テ ィ チ ェ リ
　Sandro　Botticelliの ヴ ィ ラ ・レ ン ミの フ レ ス コ 画 （1486）で あ ろ う。
20）代表的な一例 として は ， 伝統的な教育史書 （ex ．　Monroe ，　Cubberley） で 「知
　恵 の 塔 と して 示 され た中世 の カ リキ ュ ラ ム の 寓意画」 と して 紹介されて きた ，
一 198 一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Japan Society for the Historical Studies of Education
NII-Electronic Library Service
apan 　 oolety 　or 　he 　 lstorloal 　 tudles 　of 　duoatlon
チ ェ ーザ レ ・リーパ の 「教育」図像につ い で
　 グ レ ゴ リウ ス ・ラ イシ ュ の r哲 学 宝典』（G．Reisch，　Margnrita　Philosophica
　 1503） の 文法 の 巻頭図を挙げる こ とが で きる。
21）拙稿 ・厂体罰」 （教育思想史学会編 『教育思想事典」世織書房 ， 2000）を参照 。
22）Andrea 　Alciato，　Emblema 　ta，　Lyons．1550，　tra無s塾ated 　and 　an 難otated 　by　Betty
　LKno 斌 Sc◎iar　Press，　1996，　page　16e．ア ウ クス ブル ク で 出版 された初版 ぎ　［．ン
　ブ レ ム 集」 （Ein　blernatum　Liber， 1531）は ， エ ン ブ レム の最初 の 集成で ， 全部
　 で 170以上の 版が 刊行され た と言われ る 。 た だ し図 6 は初版 に は ない 。
23）ナ ポ リ国立博物館所蔵 の ポ ン ペ イ の 壁 画 （『ポ ン ペ イの 壁 画』岩波書 店 ，
　1991． に所収）で は ， 教師ケ イ ロ ン は 後 ろ足 を完全 に地面につ け て 段線 を低 く
　 し， 左 手を少年 の 肩 に 画 して 親愛の 情 を示 して い る。 少年 も教師に まな ざ しを
　向けて い る 。 また1762年の La　Haye の 銅版画 （J−J．　Rousseau，　Emile，　Gamier，
　1964．に所収）で は ， 課題 を達 成 した生徒 の 喜び と教師 の 満足 感が描 か れ て い
　 る 。 こ れに対 し， 1550年の 図に はそ うした情愛的な教師一 生徒関係 を暗示す る
　様子は微塵 も見い だ され ない 。
24）キ ケロ ／大西英文訳 「弁論家 につ い て」（『キケ ロ ー選集 7 』岩波書店， 1999，
　360．61）を参照 。
25）オ ン グ （W ．Ong）は こ の 点を強調 して ， ラ テ ン語学習 と体罰 との 結びつ き
　を説明する 。 参照。 柿沼秀雄 ・里見実訳 「ル ネ ッ サ ン ス 期の 成年儀礼 として の
　ラ テ ン 語教育」瞳 育と教 育の 社会史 4 』薪評論 ， 1984， 183−224．
26）エ ン ブ レム ・ブ ッ ク の 流行 に対す る イエ ズス 会の 貢献につ い て は ， プ ラ ー ツ
　 『綺想主義研究』314頁 を参照 。 また ジ ャ ン ・セ ズ ネ ッ ク はエ ン ブ レム とイエ ズ
　ス 会の 教育 との 結合をこ う指摘す る 。 「ア レ ゴ リー の 偉大 な教 師 は イエ ズ ス 会
　士 た ちで ある 。 彼らの 教育プ ロ グラ ム で は ， 異教文学が キ リス ト教教育計 画の
　なか に統合 され て い る 。 … …神話 は イエ ズ ス 会の 学寮では名誉あ る地位 を 占め
　る 。 … …実際 ， エ ンブ レ ム は イエ ズ ス 会の 教育原則 ， つ ま り， 有用 な もの と楽
　しい もの とを結びつ け る こ とに完全 に 適合 して い た 。 」 （J．Seznec， ‘Myth 　in　the
　Middle　Ages　and 　the　Renaissance’，　in　Dfcだoηaζy　of 　t血e ゐ臨 o乾γ of 　ldeas　1967，
　III， 286−294， 293．）
27）こ れ は 「煉獄 篇」第30曲の 一 節 （118＞で ある 。 訳 は ， 山川丙三郎 訳 ， 岩波
　文庫 （中）， 192， に よっ た 。 なおテ ク ス トは第 3 曲と誤記 。
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1 研 究 論 寒
28）原 文の ラテ ン語 は 〈Puerorum 　educatio 　sirnilis　est 　culturae ，　qua 　in　Plantis
　utitur ．＞
29）ノ ル ベ ル ト ・ エ リア ス ／波田 ・溝 辺他訳 『文明化の 過程』上 下 ， 法政 大学 出
　版局 ， 1977−78． を参照 。
30）こ の 視点は 「教訓 Instruction」（Fig．13） で も同様に繰 り返 されて い る 。 こ
　の 概念 は， 長 い ロ ー ブ を着 た男性が 鏡一 そ こ に は 「（鏡 を）見 よ。 そ うすれ ば
　汝は賢明 な らん Inspice，　 cavtvs 　eris 」の 銘が入 っ た帯が巻 き付 い て い る
一 を
　手に した姿で 描か れ て い るが ， テ ン ペ ス トは ， 長 い ロ ー ブは継続的な仕事を示
　し， 鏡 とモ ッ トー は ， 「自分自身の 欠点」 に 目を向け ， それ を 「取 り除 こ うと
　努め る こ と」 が ， 人々 か ら称賛 され る行動 に つ なが る こ とを教 えて い る ， と説
　 明す る 。
31） Andrea　Alciati，　Emblematurn　Liber， 1531．の 「圧 迫 は 耐 え る べ し」；G
　Wither，　A 　Collection　of　Embleme＆　ancien 　t　and 　moderne ，　London ， 1635，　Bk 　3．
　38 ；Hertel　ed ．，　lconologia　1758−60．の 「積み重 ねる年齢」 を参照せ よ 。
32） リチ ャ ー ドソ ン の 啓蒙主義的傾 向は項 目 「理性 Reason」の 説 明に端的 に現
　れ て い る が ， そ れ は 「無知 Ignorance」 「明 察力 Discretion」 「雄 弁 術
　Eloquence」な どの 項 目で も散見され る 。
【付記】
　近代初期の イ タ リ ア語 ， フ ラ ン ス 語 の 翻訳 にあ た っ て は ， 大学の 同僚の 宮下孝
　晴氏 （イ タリァ ・ル ネサ ン ス 美術） と九州 国際大学 の 藤勝宣氏 （フ ラ ン ス教育
　史）か らご協力 をい ただ い た 。 その 御好意 に対 し， こ こ に深 く感謝 の 意 を表 し
　て お きた い 。
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